
「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
六
十
三
回
）
」  

文
化
財
の
維
持
と
保
存 

曽
根
原 

孝
和 

 

馬
頭
観
音
群
を 

七
日
市
場
の
中
学
生
の
地
域
学
習
は
、

諏
訪
神
社
・
堰
・
石
仏
の
三
つ
を
３
年
間
で
回
し
て
き
ま
し

た
。 今

年
は
石
仏
で
、
支
援
者
３
人
で
下
見
学
習
を
し
た
と
き
、

堰
下
の
馬
頭
観
音
群
（

26

基
）
は
草
に
覆
わ
れ
、
彫
像
碑
の

表
情
や
文
字
碑
の
字
句
は
よ
く
見
え
ま
せ
ん
の
で
驚
き
、
反

省
も
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
後
日
支
援
者
３
人
は
、
草
を
除

き
、
桑
の
木
を
切
り
落
と
し
て
像
の
表
情
や
字
句
が
見
え
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。 

思
え
ば
、
こ
の
馬
頭
観
音
群
は
平
成

25

年
、
市
の
文
化
財

係
の
「
文
化
財
は
出
来
る
だ
け
元
の
位
置
に
置
く
こ
と
が
望

ま
し
い
」
と
の
助
言
で
、「
歴
史
の
会
」
が
中
心
に
な
っ
て
、

土
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
も
の
も
掘
り
出
し
て
整
備
し
た
の

で
し
た
。
珍
し
い
座
像
や
馬
頭
尊
の
文
字
碑
も
あ
り
貴
重
で

す
が
、
共
同
墓
地
の
奥
に
あ
り
、
案
内
板
も
設
置
で
き
ず
に

見
に
く
い
の
が
残
念
で
す
。 

 

 

蚕
影
神
社
を 

西
木
戸
の
観
音
原
に
は
貴
重
な
石
仏
等
が

９
基
あ
り
、
簡
単
な
説
明
板
も
付
き
見
や
す
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
こ
に
は
明
治

17

年
に
建
立
し
、
蚕
の
神
様
を
祀
っ
て

き
た
蚕
影
神
社
が
あ
り
ま
す
。
明
治

22

年
の
景
観
図
か

ら
、
七
日
市
場
の
北
東
部
に
は
畑
が
多
く
、
養
蚕
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。 

昭
和

40

年
頃
ま
で
は
、
講
仲
間
が
集
ま
っ
て
祭
り
を
し
た
よ
う
で
す
。
今
は
祭
り
も
な
く
建
物

が
倒
れ
な
い
か
心
配
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
文
化
財
な
ど
の
維
持
・
保
存
を
、
区
民
が
ど
う
し
て
い
く
か
を
本
気
に
な
っ
て
考

え
て
い
く
時
期
か
と
思
い
ま
す
。 

【 ９基の石仏等がある西木戸蚕影神社 】 【 掘り出して整備した馬頭観音群 】          


